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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
ｉ
ｎ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
３
５
１
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
龍
斬
王

【
あ
ら
す
じ
】

　
 
 

こ
れ
は
…
…
…
一
人
の
青
年
が
女
性
に
し
か
使
え
な
い
Ｉ
Ｓ
と
そ
の
Ｉ

Ｓ
の
元
に
な
っ
た
『
仮
面
の
戦
士
』
の
力
を
持
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
女
子
生
徒
の

学
園
で
繰
り
広
げ
る
…
…
…
ラ
ブ
コ
メ
有
り
な
学
園
バ
ト
ル
物
語
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

 
 

本
編
の
主
人
公
の
設
定
は
…
…
…
後
日
、
だ
し
ま
す
の
で
悪
し
か
ら
ず
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

 
 

と
あ
る
試
験
会
場
で
…
…
…
織
斑
一
夏
と
い
う
男
子
受
験
者
が
女
性
に
し

お
り
む
ら
い
ち
か

か
使
え
な
い
Ｉ
Ｓ
を
起
動
さ
せ
、
試
験
官
の
教
師
を
倒
し
た
…
…
…
そ
ん
な
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
交
う
中
…
…
…
…
…
…
…
ど
こ
か
の
路
地
裏
で
…
…
…
…
…
…

？
？
？
「
…
…
…
…
…
…
（
確
か
…
…
こ
の
辺
り
で
反
応
が
…
…
…
…
）
」

 
 

左
手
首
に
…
…
中
心
が
透
明
な
球
体
で
周
り
を
赤
が
大
き
く
目
立
ち
、
白

い
異
な
る
１
２
の
マ
ー
ク
が
透
明
な
球
体
を
囲
ん
で
い
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
付

け
て
い
る
…
…
青
年
が
い
た
。

？
？
？
「
ま
っ
た
く
…
…
…
閻
魔
の
爺
さ
ん
と
士
に
『
セ
イ
』
の
頼
み
じ
ゃ
な

か
っ
た
ら
…
…
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
来
な
い
し
…
…
…
そ
れ
に
、
『
セ
イ
』
の
野

郎
…
…
『
こ
の
世
界
』
に
合
わ
せ
る
か
ら
っ
て
…
…
…
Ｉ
Ｓ
に
し
な
く
て
も
い

い
だ
ろ
う
に
。
」

 
青
年
が
愚
痴
を
も
ら
し
た
直
後
…
…
…
…

？
？
？
「
っ
！
！
！
」

－
ド
ン
ッ
！
！
！
－

？
？
？
「
ぐ
っ
！
！
？
」

 
 

背
後
か
ら
強
烈
な
衝
撃
を
振
り
向
き
様
に
受
け
…
…
…
受
け
身
を
取
る
間

も
な
く
…
…
…
後
方
に
吹
き
飛
ん
だ
。

？
？
？
「
が
は
っ
！
！
！
…
…
…
く
っ
…
…
…
」

 
 

青
年
は
衝
撃
を
与
え
た
者
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
…
…
…
…
そ
こ
に
は
、

何
者
も
い
な
か
っ
た
。

？
？
？
「
く
…
…
そ
…
…
…
…
ま
ず
い
…
…
意
…
…
識
が
…
…
…
…
」

 
青
年
は
…
…
…
そ
う
言
っ
て
、
気
を
失
っ
た
。

？
？
？
「
あ
れ
っ
！
？
…
…
…
大
丈
夫
で
す
か
？
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
！
」

？
？
？
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

 
青
年
が
気
を
失
っ
た
…
…
そ
の
直
後
に
眼
鏡
を
か
け
た
女
性
が
…
…
青
年
を

見
つ
け
駆
け
寄
っ
て
、
青
年
に
声
を
か
け
て
い
た
。

？
？
？
「
あ
～
…
…
…
ど
う
し
よ
う
。
」
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？
？
？
「
う
っ
…
…
。
」

？
？
？
「
あ
っ
！
」

 
女
性
が
ど
う
す
る
か
悩
ん
で
い
た
ら
…
…
青
年
が
目
を
開
け
た
。

？
？
？
「
大
丈
夫
？
」

？
？
？
「
…
う
っ
…
…
…
」

 
青
年
は
…
…
完
璧
に
意
識
が
戻
っ
て
る
訳
で
は
な
い
の
か
…
…
視
界
は
霞
ん

で
い
た
が
…
…
…
女
性
の
顔
だ
け
は
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
た
。

？
？
？
「
…
…
…
…
ま
…
…
や
…
…
…
…
…
…
…
」

 
青
年
は
…
…
誰
か
の
名
前
を
呟
き
…
…
再
び
気
を
失
っ
た
。

？
？
？
「
あ
っ
！
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
！
！
…
…
で
も
…
さ
っ
き
、
『
ま

や
』
っ
て
言
っ
て
た
。
」

 
 

す
る
と
…
…
…
女
性
は
、
ど
こ
か
に
電
話
を
入
れ
て
…
…
…
青
年
を
肩
に

担
ぎ
…
…
…
『
Ｉ
Ｓ
学
園
』
と
呼
ば
れ
る
…
…
学
校
の
裏
門
を
目
指
し
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

 
特
に
書
く
こ
と
は
な
い
が
…
…
…
第
１
話
、
Ｉ
Ｓ
学
園
…
…
…
ご
期
待
あ
れ
。
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第
１
話
 

Ｉ
Ｓ
学
園
で
の
出
会
い
（
前
書
き
）

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
主
人
公
の
名
前
が
出
ま
す
。
そ
ん
で
…
…
…
ヒ
ロ
イ
ン
は
…
…

…
…
…
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第
１
話
 

Ｉ
Ｓ
学
園
で
の
出
会
い

－
－
－
Ｉ
Ｓ
学
園
－
－
－

 
Ｉ
Ｓ
学
園
の
中
に
あ
る
保
健
室
…
…
…
そ
こ
に
は
、
昨
日
の
青
年
が
眠
っ
て

い
た
。

？
？
？
「
う
っ
！
…
…
…
…
は
っ
！
！
…
…
…
こ
こ
は
？
」

 
青
年
が
目
を
覚
ま
し
…
…
部
屋
を
見
回
し
た
。

？
？
？
「
あ
っ
！
気
が
つ
い
た
ん
だ
。
よ
か
っ
た
～
。
」

 
部
屋
に
眼
鏡
を
か
け
た
女
性
が
入
っ
て
き
た
。

？
？
？
「
君
は
？
そ
れ
に
…
…
」

？
？
？
「
私
は
…
…
…
山
田
真
耶
。
あ
と
、
こ
こ
は
…
…
…
Ｉ
Ｓ
学
園
の
保
健

室
。
君
、
昨
日
の
朝
…
学
園
近
く
の
路
地
裏
で
倒
れ
て
た
ん
だ
よ
。
」

？
？
？
「
路
地
裏
で
…
…
…
」

 
「
も
し
、
私
が
見
つ
け
て
な
か
っ
た
ら
…
…
…
あ
の
ま
ま
、
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

」？
？
？
「
そ
う
か
…
…
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

 
「
う
う
ん
。
…
…
…
…
そ
れ
で
、
君
の
名
前
は
？
」

 
真
耶
と
名
乗
っ
た
女
性
が
青
年
に
昨
日
の
事
を
話
し
た
後
…
…
青
年
の
名
前

を
聞
い
た
。

？
？
？
「
俺
は
…
…
…
龍
崎
紅
牙
…
…
…
親
し
い
奴
は
『
セ
キ
』
と
呼
ぶ
。
」

り
ゅ
う
ざ
き
こ
う
が

 
「
龍
崎
君
…
…
…
失
礼
だ
と
は
思
っ
た
け
ど
…
…
左
手
首
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
調
べ
た
の
。
」

 
紅
牙
は
、
左
手
首
の
方
を
ち
ら
っ
と
見
た
…
…
そ
の
後
、
す
ぐ
に
山
田
真
耶

を
見
た
。

 
「
そ
し
た
ら
ね
…
…
…
Ｉ
Ｓ
の
反
応
が
出
た
ん
だ
け
ど
…
…
Ｉ
Ｓ
っ
て
わ
か

る
？
」

 
「
女
性
し
か
使
え
な
い
っ
て
…
…
あ
れ
か
？
」
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「
う
ん
！
い
つ
…
…
手
に
入
れ
た
の
？
」

 
「
ん
？
…
…
…
前
か
ら
持
っ
て
た
な
。
」

 
「
そ
う
な
ん
だ
。
」

 
す
る
と
…
…
…
…

？
？
？
「
山
田
君
？
な
に
を
し
て
い
る
ん
だ
。
」

 
「
あ
っ
！
織
斑
先
生
！
お
疲
れ
様
で
す
。
」

 
山
田
真
耶
が
す
ぐ
に
声
の
し
た
方
を
向
き
…
…
お
辞
儀
を
し
た
。

 
「
目
が
覚
め
た
よ
う
だ
な
。
」

 
「
お
か
げ
さ
ま
で
…
…
。
」

 
「
ま
あ
い
い
…
…
…
明
日
、
こ
れ
に
着
替
え
て
教
室
に
来
い
。
」

 
紅
牙
は
、
織
斑
先
生
と
呼
ば
れ
た
女
性
か
ら
、
Ｉ
Ｓ
学
園
の
制
服
と
そ
の
資

料
と
分
厚
い
Ｉ
Ｓ
の
資
料
を
渡
さ
れ
た
。

 
「
な
に
こ
れ
？
」

 
「
明
日
か
ら
…
…
…
お
前
は
、
Ｉ
Ｓ
学
園
の
生
徒
だ
。
ち
ょ
う
ど
昨
日
が
入

学
式
だ
っ
た
か
ら
…
…
入
学
式
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
新
入
生
で
通
る
。
」

 
「
ふ
ー
ん
。
」

 
す
る
と
…
…
…
…
…
…

 
「
で
も
…
…
…
織
斑
先
生
！
部
屋
は
ど
う
す
る
ん
で
す
？
」

 
「
部
屋
か
？
一
夏
と
一
緒
で
も
い
い
が
！
！
女
子
共
に
変
な
妄
想
を
さ
れ
て

は
困
る
か
ら
な
～
。
」

 
す
る
と
…
…
…
…

？
？
？
「
失
礼
し
ま
す
。
織
斑
先
生
？
」

 
「
ん
？
な
ん
だ
、
セ
シ
リ
ア
…
…
早
く
寮
に
帰
れ
！
」

 
セ
シ
リ
ア
と
呼
ば
れ
た
の
は
金
髪
の
少
女
だ
っ
た
。

 
「
（
金
髪
…
…
…
外
国
人
か
。
）
」

 
「
訓
練
場
の
鍵
を
返
し
に
…
…
…
あ
ら
？
」

 
セ
シ
リ
ア
は
、
織
斑
先
生
の
肩
越
し
に
紅
牙
を
見
た
。

 
「
ん
？
な
ん
だ
。
」

 
紅
牙
は
、
セ
シ
リ
ア
が
見
て
い
る
事
に
気
付
き
…
…
セ
シ
リ
ア
を
じ
っ
と
そ

の
両
目
に
捕
ら
え
た
。
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「
っ
！
！
」

 
セ
シ
リ
ア
は
紅
牙
の
視
線
に
気
付
い
た
。
し
か
し
、
目
を
そ
ら
せ
な
か
っ
た
。

 
「
セ
シ
リ
ア
？
」

 
「
は
っ
！
…
…
…
お
ほ
ほ
ほ
。
織
斑
先
生
、
訓
練
場
の
鍵
…
…
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

 
「
あ
あ
。
」

 
「
あ
と
…
…
…
」

 
「
ど
う
し
た
？
」

 
「
そ
ち
ら
の
殿
方
…
…
…
是
非
と
も
私
の
部
屋
へ
。
」

 
と
、
セ
シ
リ
ア
は
織
斑
先
生
に
提
案
し
た
。

 
「
お
前
が
良
い
な
ら
…
…
…
私
は
か
ま
わ
ん
。
山
田
君
！
そ
い
つ
を
…
…
「

一
人
で
歩
け
る
。
」
…
…
そ
う
か
。
」

 
と
、
紅
牙
は
ベ
ッ
ト
か
ら
降
り
て
歩
こ
う
と
し
た
が
…
…
…

 
「
ぐ
っ
！
」

 
ふ
ら
つ
い
て
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
…
…
…
す
る
と

 
「
ま
っ
た
く
、
強
が
ら
な
い
で
…
…
…
他
人
を
頼
り
な
さ
い
。
」

 
「
す
ま
ん
。
」

 
「
制
服
等
は
…
…
山
田
先
生
に
持
っ
て
も
ら
い
ま
す
か
ら
。
私
の
部
屋
に
行

き
ま
す
わ
よ
。
」

 
「
頼
む
。
」

 
「
山
田
先
生
。
」

 
「
あ
っ
！
は
い
っ
！
！
」

 
セ
シ
リ
ア
は
紅
牙
を
肩
に
担
ぎ
、
山
田
先
生
は
紅
牙
用
の
制
服
等
を
持
っ
て

…
…
寮
の
自
分
の
部
屋
へ
連
れ
て
い
っ
た
。
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第
１
話
 

Ｉ
Ｓ
学
園
で
の
出
会
い
（
後
書
き
）

 
今
回
も
あ
ま
り
書
き
ま
せ
ん
。
次
回
、
第
２
話
…
転
入
。
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第
２
話
 

転
入
（
前
書
き
）

 
オ
リ
主
が
セ
シ
リ
ア
や
一
夏
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
転
入
し
ま
す
。
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第
２
話
 

転
入

－
－
Ｉ
Ｓ
学
園
生
徒
寮
・
セ
シ
リ
ア
の
部
屋
－
－

 
セ
シ
リ
ア
と
紅
牙
と
山
田
真
耶
先
生
は
、
セ
シ
リ
ア
の
部
屋
に
来
て
い
た
。

 
「
着
き
ま
し
た
わ
。
ベ
ッ
ド
で
よ
ろ
し
く
て
？
」

 
「
い
や
、
壁
際
で
い
い
。
」

 
セ
シ
リ
ア
は
紅
牙
の
言
う
通
り
に
壁
際
に
連
れ
て
い
っ
た
。

 
「
悪
い
な
…
…
せ
っ
か
く
の
好
意
を
…
…
」

 
「
い
え
…
…
山
田
先
生
、
制
服
等
は
私
が
お
渡
し
し
ま
す
。
」

 
「
そ
う
？
お
願
い
ね
。
」

 
「
わ
か
り
ま
し
た
。
」

 
「
じ
ゃ
あ
…
…
私
は
、
帰
る
け
ど
…
…
…
彼
の
こ
と
…
…
お
願
い
ね
。
お
や

す
み
。
」

 
「
お
や
す
み
な
さ
い
ま
せ
。
」

 
山
田
真
耶
先
生
は
、
セ
シ
リ
ア
と
話
を
し
た
あ
と
…
…
部
屋
を
後
に
し
た
。

 
「
ふ
ぅ
…
…
…
制
服
を
渡
さ
れ
た
っ
て
こ
と
は
…
…
…
Ｉ
Ｓ
学
園
に
転
入
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
わ
ね
。
」

 
「
『
す
る
か
も
』
じ
ゃ
あ
な
い
…
…
…
『
転
入
す
る
ん
だ
よ
』
。
」

 
セ
シ
リ
ア
の
呟
き
に
そ
う
返
す
紅
牙
。

 
「
本
当
で
す
の
？
」

 
「
『
織
斑
先
生
』
っ
て
い
う
人
が
…
…
…
そ
う
言
っ
て
た
。
」

 
「
織
斑
先
生
が
…
…
…
こ
れ
は
、
本
当
で
す
わ
ね
。
」

 
セ
シ
リ
ア
の
疑
問
に
即
答
で
返
す
紅
牙
…
…
…
そ
れ
に
よ
り
、
納
得
す
る
セ

シ
リ
ア
…
…
し
か
し
…
…
セ
シ
リ
ア
の
気
持
ち
は
、
そ
の
返
答
よ
り
も
…
…
紅

牙
の
左
手
首
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が
気
に
な
っ
て
い
た
。

 
「
そ
れ
は
そ
う
と
…
…
…
そ
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
…
…
Ｉ
Ｓ
で
す
の
？
」

 
「
そ
う
ら
し
い
…
…
…
何
故
か
は
知
ら
ん
が
な
。
（
本
当
の
事
を
…
…
…
早
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々
、
話
す
訳
に
は
い
か
な
い
か
ら
な
。
）
」

 
「
な
る
ほ
ど
…
…
既
に
専
用
機
を
お
持
ち
で
…
…
そ
れ
で
、
何
処
で
手
に
入

れ
た
ん
で
す
の
？
」

 
「
わ
か
ら
ん
…
…
気
付
い
た
時
に
は
、
こ
の
状
態
で
机
に
置
い
て
あ
っ
た
。
」

 
「
つ
ま
り
…
…
Ｉ
Ｓ
を
使
っ
た
こ
と
は
無
い
と
。
」

 
「
ま
ぁ
…
…
…
そ
う
な
る
な
。
」

 
「
そ
う
で
す
か
。
で
は
、
私
…
…
こ
れ
か
ら
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
の
で
…

…
」

 
「
覗
か
ね
え
か
ら
…
…
早
く
行
け
。
」

 
「
そ
れ
を
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
。
」

 
セ
シ
リ
ア
と
紅
牙
は
…
…
い
く
つ
か
会
話
を
し
て
…
…
セ
シ
リ
ア
は
部
屋
に

備
え
て
あ
る
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
に
入
っ
た
。

 
セ
シ
リ
ア
が
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
る
間
に
…
…
…
紅
牙
は
『
ラ
イ
ド
カ
ー
ド
』

を
見
て
い
た
。

 
「
（
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
…
…
ス
ー
パ
ー
戦
隊
…
…
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
…
…
メ
タ
ル

ヒ
ー
ロ
ー
…
…
そ
し
て
…
…
ブ
ラ
ン
ク
の
ラ
イ
ド
カ
ー
ド
が
数
枚
。
）
」

 
す
る
と
…
…
…

 
「
何
を
見
て
る
ん
で
す
の
？
」

 
セ
シ
リ
ア
が
バ
ス
ロ
ー
ブ
姿
で
髪
を
タ
オ
ル
で
水
気
を
拭
い
な
が
ら
紅
牙
に

近
づ
い
た
。

 
「
ん
？
…
…
た
ん
な
る
カ
ー
ド
共
だ
。
」

 
「
ち
ょ
っ
と
…
…
見
せ
て
も
ら
っ
て
も
？
」

 
「
か
ま
わ
ん
。
」

 
紅
牙
は
セ
シ
リ
ア
に
カ
ー
ド
を
渡
し
た
。

 
「
ど
う
も
…
…
…
…
へ
ぇ
～
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
わ
ね
。
あ
ら
？
こ
れ
は

…
…
…
」

 
セ
シ
リ
ア
は
、
カ
ー
ド
を
見
て
い
く
内
に
ブ
ラ
ン
ク
カ
ー
ド
の
内
の
一
枚
を
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見
た
。

 
「
ど
う
し
た
？
」

 
「
あ
っ
！
い
え
…
…
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

 
セ
シ
リ
ア
は
、
紅
牙
に
カ
ー
ド
を
返
し
た
。

 
「
そ
れ
で
は
…
…
…
お
や
す
み
な
さ
い
ま
せ
。
」

 
「
あ
あ
。
お
や
す
み
。
」

 
紅
牙
と
セ
シ
リ
ア
は
就
寝
の
挨
拶
を
し
て
…
…
ど
ち
ら
と
も
な
く
眠
り
に
落

ち
た
。

 
翌
日
…
…
…
Ｉ
Ｓ
学
園
の
セ
シ
リ
ア
が
い
る
ク
ラ
ス
で
は
、
転
入
生
が
い
る

事
を
伝
え
て
る
最
中
だ
っ
た
。

 
「
で
は
～
…
…
…
転
入
生
を
紹
介
し
ま
す
。
」

 
山
田
先
生
が
そ
う
言
っ
た
後
…
…
…
三
名
を
除
き
騒
ぎ
だ
す
。

 
「
（
入
学
式
が
終
わ
っ
た
後
に
転
入
と
は
…
…
。
）
」

 
「
（
な
ん
か
…
…
…
胸
騒
ぎ
が
…
…
）
」

 
「
（
転
入
生
？
…
…
ま
さ
か
！
…
…
い
え
、
そ
う
と
は
…
…
…
限
り
ま
せ
ん

わ
。
あ
の
人
と
は
…
…
）
」

 
上
か
ら
…
…
篠
ノ
之
箒
、
織
斑
一
夏
、
セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ
ッ
ト
の
三
人
は
、

心
の
中
で
そ
う
思
っ
た
。

 
「
（
ね
ぇ
…
…
…
な
ん
か
、
か
っ
こ
よ
く
な
い
？
）
」

 
「
（
だ
よ
ね
だ
よ
ね
。
）
」

 
「
（
あ
の
鋭
い
目
付
き
…
…
…
怖
そ
う
だ
け
ど
…
…
ど
こ
と
な
く
…
…
優
し

そ
う
な
感
じ
が
す
る
し
…
…
）
」

 
「
（
織
斑
君
と
一
緒
だ
っ
た
ら
…
…
…
…
キ
ャ
ッ
！
！
）
」

 
と
、
教
室
の
中
が
騒
が
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
…
…
…
セ
シ
リ
ア
は
、
前
を

向
い
た
。
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「
っ
！
！
」

 
セ
シ
リ
ア
は
、
驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
た
と
同
時
に
…
…
…
心
臓
の
鼓
動
が

自
分
で
も
聞
き
と
れ
て
い
た
。

 
「
（
私
…
…
…
私
は
…
…
）
」

 
そ
し
て
、
転
入
生
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

 
「
そ
れ
で
は
…
…
…
自
分
の
名
前
や
好
き
な
事
な
ど
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

 
「
は
い
。
俺
は
、
龍
崎
紅
牙
…
…
好
き
な
事
は
…
…
強
い
相
手
と
闘
う
こ
と

…
…
だ
が
『
異
形
』
に
限
定
さ
れ
る
が
な
…
…
…
あ
と
は
…
知
り
た
い
情
報
が

あ
れ
ば
、
質
問
を
し
て
く
れ
…
…
な
る
べ
く
は
答
え
る
…
…
以
上
だ
。
」

 
「
ち
ょ
っ
と
…
自
己
紹
介
と
し
て
は
…
…
長
か
っ
た
か
な
。
そ
れ
じ
ゃ
～
席

は
～
…
…
…
セ
シ
リ
ア
さ
ん
の
隣
で
い
い
か
な
？
」

 
山
田
先
生
が
紅
牙
に
聞
く
と
…
…
…
…
…
…
…

 
「
俺
は
い
い
が
…
…
…
あ
の
子
は
？
」

 
「
私
は
…
…
別
に
構
い
ま
せ
ん
わ
。
」

 
セ
シ
リ
ア
は
紅
牙
が
隣
に
座
る
の
を
了
承
し
た
。

 
「
セ
シ
リ
ア
さ
ん
も
い
い
っ
て
…
…
言
っ
た
の
で
…
…
…
さ
あ
、
座
っ
て
く

だ
さ
い
。
」

 
「
は
い
。
」

 
紅
牙
は
、
山
田
先
生
に
促
さ
れ
…
…
セ
シ
リ
ア
の
隣
の
席
に
移
動
し
た
。

 
「
よ
う
。
」

 
「
え
っ
…
…
…
え
え
／
／
／
御
機
嫌
様
。
／
／
／
」

 
「
そ
う
言
え
ば
…
…
…
個
人
的
に
自
己
紹
介
は
、
し
て
な
か
っ
た
な
…
…
…

龍
崎
紅
牙
だ
。
」

 
「
セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ
ッ
ト
で
す
わ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
わ
。
」

 
「
こ
ち
ら
こ
そ
…
…
…
よ
ろ
し
く
な
、
オ
ル
コ
ッ
ト
。
」

 
紅
牙
と
セ
シ
リ
ア
は
各
々
に
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

 
「
ん
？
な
ん
だ
…
…
…
…
も
う
、
転
入
生
の
自
己
紹
介
は
終
わ
っ
た
の
か
？
」

 
「
織
斑
先
生
！
」

 
と
、
山
田
先
生
は
…
…
…
織
斑
先
生
を
向
く
が
…
…
…
…

 
「
げ
っ
！
千
冬
姉
！
！
」
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－
バ
シ
ン
ッ
！
！
－

 
「
い
っ
て
ぇ
ー
ー
ー
…
…
」

 
一
夏
の
一
言
で
出
席
名
簿
で
織
斑
先
生
に
叩
か
れ
る
一
夏
。

 
「
あ
～
…
…
…
…
転
入
生
が
入
っ
て
き
て
早
々
だ
が
…
…
…
ク
ラ
ス
代
表
を

決
め
た
い
が
…
…
…
…
」

 
織
斑
先
生
が
こ
う
言
っ
た
…
…
…
す
る
と
…
…
…

 
「
は
ー
い
！
織
斑
君
が
良
い
と
思
い
ま
ー
す
！
！
」

 
『
同
じ
く
！
！
』

 
「
え
～
…
…
織
斑
君
よ
り
も
…
…
龍
崎
君
が
良
い
と
思
い
ま
ー
す
！
！
」

 
『
同
じ
く
！
！
』

 
ク
ラ
ス
の
中
で
…
…
一
夏
派
と
紅
牙
派
に
分
か
れ
た
。
す
る
と
…
…
…
…
…

 
「
お
待
ち
な
さ
い
！
！
…
…
…
何
処
の
馬
の
骨
と
も
わ
か
ら
な
い
男
子
に
ク

ラ
ス
代
表
は
相
応
し
く
あ
り
ま
せ
ん
！
！
」

 
「
は
ぁ
？
」

 
「
だ
い
た
い
…
…
…
日
本
と
い
う
島
国
は
あ
ま
り
、
Ｉ
Ｓ
の
操
縦
が
上
手
く

無
い
と
聞
き
ま
す
。
」

 
「
な
に
っ
！
」

 
「
そ
の
点
…
…
…
私
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
選
ば
れ
た
…
…
す
な
わ
ち
エ
リ

ー
ト
で
す
わ
！
あ
な
た
た
ち
は
、
試
験
官
を
倒
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
て
？
」

 
「
へ
っ
？
あ
る
け
ど
。
」

 
「
俺
は
…
…
試
験
自
体
が
免
除
さ
れ
た
か
ら
な
…
…
…
…
し
か
し
、
日
本
を

島
国
と
言
っ
て
る
が
…
…
…
イ
ギ
リ
ス
も
島
国
、
ま
あ
…
…
…
飯
が
美
味
い
の

は
事
実
だ
が
な
。
」

 
「
な
っ
！
」

 
す
る
と
…
…
…
…
…

 
「
だ
っ
た
ら
…
…
…
織
斑
と
龍
崎
と
オ
ル
コ
ッ
ト
の
三
人
で
ク
ラ
ス
代
表
を

決
め
る
試
合
を
一
週
間
後
に
行
う
…
…
…
そ
れ
ま
で
に
…
…
織
斑
と
龍
崎
の
二

人
は
Ｉ
Ｓ
の
知
識
を
理
解
す
る
な
り
…
…
訓
練
を
す
る
ん
だ
な
。
以
上
！
」

 
と
…
…
言
っ
て
、
教
室
を
出
よ
う
と
す
る
織
斑
先
生
だ
が
…
…
出
る
前
に
…

…
…
…
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「
あ
～
そ
う
そ
う
…
…
…
龍
崎
！
お
前
は
、
オ
ル
コ
ッ
ト
と
同
室
だ
か
ら
な
。

」 
『
え
っ
！
？
』

 
「
お
っ
！
織
斑
先
生
！
！
」

 
「
…
…
…
…
…
…
…
は
っ
？
」

 
「
じ
ゃ
あ
な
。
」

 
織
斑
先
生
の
一
言
で
一
同
静
ま
り
返
る
ク
ラ
ス
…
…
…
…

 
「
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
」

 
「
…
…
…
…
…
…
」

 
茹
蛸
の
様
に
真
っ
赤
に
な
る
セ
シ
リ
ア
と
無
言
の
紅
牙
。

 
「
ど
う
し
ま
す
の
？
／
／
／
」

 
「
俺
は
か
ま
わ
ん
…
…
…
オ
ル
コ
ッ
ト
が
嫌
な
ら
俺
は
部
屋
を
出
る
。
」

 
「
そ
ん
な
っ
！
私
は
構
い
ま
せ
ん
わ
…
…
…
で
す
か
ら
…
…
一
人
に
は
…
…

し
な
い
で
く
だ
さ
い
／
／
／
／
／
」

 
「
あ
あ
。
大
丈
夫
だ
…
…
…
ど
ん
な
事
を
言
っ
て
も
…
…
…
お
前
を
一
人
に

は
し
な
い
。
」

 
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
見
て
い
る
な
か
…
…
…
告
白
紛
い
な
事
を
や
っ
て
の

け
た
、
セ
シ
リ
ア
と
紅
牙
。
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第
２
話
 

転
入
（
後
書
き
）

紅
牙
「
な
ん
な
ん
だ
…
…
…
あ
れ
は
？
」

作
者
「
ん
？
セ
シ
リ
ア
と
ラ
ブ
×
２
に
さ
せ
る
た
め
の
布
石
。
」

紅
牙
「
余
計
な
お
世
話
だ
。
」

ジ
ェ
ス
（
な
の
は
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
）
「
諦
め
と
け
…
…
…
『

セ
キ
』
。
」

紅
牙
「
も
と
は
と
言
え
ば
…
…
…
…
お
前
の
責
任
だ
ろ
！
『
セ
イ
』
！
」

セ
シ
リ
ア
「
長
く
な
り
そ
う
で
す
の
で
…
…
私
が
…
…
次
回
、
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
…
…
第
３
話
、
特
訓
と
異
形
…

…
…
…
次
回
も
見
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
」
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第
３
話
 

特
訓
と
異
形
（
前
書
き
）

 
異
形
が
あ
ま
り
…
…
…
目
立
た
な
い
。
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第
３
話
 

特
訓
と
異
形

－
Ｉ
Ｓ
学
園
・
訓
練
場
－

 
「
…
…
…
…
…
…
…
…
。
」

 
紅
牙
は
、
自
分
専
用
機
を
持
っ
て
は
い
た
が
…
…
使
用
し
た
事
は
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
の
で
…
…
…
転
入
早
々
、
訓
練
場
で
練
習
を
し
て
い
た
。

 
「
初
め
て
に
し
て
は
…
…
…
中
々
で
す
わ
。
」

 
「
そ
う
だ
な
。
」

 
「
あ
い
つ
…
…
…
俺
よ
り
上
手
い
ん
じ
ゃ
…
…
」

 
観
客
席
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
は
…
…
…
セ
シ
リ
ア
、
織
斑
先
生
、
一
夏
が
い

た
。

 
「
で
す
が
…
…
…
飛
行
で
き
な
い
の
は
…
…
難
点
で
す
わ
ね
。
」

 
「
あ
あ
、
確
か
に
…
…
…
そ
れ
に
武
装
も
少
な
い
な
。
」

 
「
本
人
に
聞
い
て
み
た
方
が
早
い
だ
ろ
。
」

 
「
そ
う
だ
な
。
行
く
ぞ
。
」

 
織
斑
先
生
が
紅
牙
の
と
こ
ろ
に
行
く
の
を
セ
シ
リ
ア
と
一
夏
は
後
か
ら
つ
い

て
行
く
。

 
「
ふ
ぅ
…
…
…
こ
の
く
ら
い
に
す
る
か
。
」

 
紅
牙
は
自
分
の
Ｉ
Ｓ
…
…
…
『
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
・
ア
ナ
ザ
ー
』
を
待
機

状
態
に
し
た
。

 
「
な
ん
だ
？
も
う
終
わ
り
か
？
」

 
織
斑
先
生
が
一
夏
と
セ
シ
リ
ア
を
と
も
な
っ
て
や
っ
て
来
た
。

 
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
復
の
た
め
で
す
よ
。
」

 
「
そ
う
か
…
…
…
そ
れ
よ
り
も
、
飛
行
は
で
き
な
い
の
か
？
」



21

 
「
で
き
な
い
こ
と
は
…
…
…
な
い
ん
で
す
が
…
…
…
何
分
、
『
第
一
段
階
』

（
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ェ
ー
ズ
）
に
な
っ
て
な
い
ん
で
。
」

 
「
な
る
ほ
ど
…
…
…
武
装
は
？
」

 
「
初
期
装
備
の
『
ラ
イ
ド
ブ
ッ
カ
ー
・
ア
ナ
ザ
ー
』
が
あ
れ
ば
…
…
射
撃
と

格
闘
は
難
無
く
こ
な
せ
る
ん
で
。
」

 
「
そ
う
か
。
」

 
「
で
も
よ
…
…
…
初
期
で
あ
そ
こ
ま
で
は
…
…
…
」

 
「
動
き
方
も
…
…
…
何
か
、
『
本
来
の
装
備
』
と
は
、
勝
手
が
違
っ
て
た
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
が
。
」

 
「
（
鋭
い
な
。
）
さ
あ
な
…
…
オ
ル
コ
ッ
ト
、
お
前
の
…
っ
！
！
」

 
「
ど
う
し
ま
…
「
全
員
、
伏
せ
ろ
！
！
」
…
え
っ
？
」

 
『
っ
！
！
』

 
一
夏
と
織
斑
先
生
は
紅
牙
の
言
葉
と
斜
め
方
向
の
殺
気
を
感
じ
、
そ
の
場
を

離
れ
た
が
…
…
…
セ
シ
リ
ア
だ
け
は
…
…
…

 
「
な
っ
！
何
で
す
の
？
」

 
状
況
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
の
か
…
…
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。

 
「
ち
ぃ
！
！
」

 
「
龍
崎
！
」

 
「
お
い
っ
！
！
」

 
紅
牙
は
セ
シ
リ
ア
の
近
く
に
走
っ
た
。

 
「
龍
ざ
…
は
っ
！
？
」

 
セ
シ
リ
ア
は
、
何
か
に
気
付
き
…
…
後
ろ
を
向
い
た
…
…
そ
こ
に
は
、
『
Ｉ

Ｓ
の
様
な
』
何
か
が
剣
を
セ
シ
リ
ア
に
振
り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
た
。

 
「
な
っ
！
？
（
こ
れ
は
？
怖
い
…
…
…
誰
か
…
…
…
助
け
…
…
）
」

 
『
…
…
…
…
…
…
…
』

 
謎
の
Ｉ
Ｓ
も
ど
き
が
剣
を
振
り
下
ろ
す
。

 
「
逃
げ
ろ
！
オ
ル
コ
ッ
ト
！
！
」

 
織
斑
先
生
が
セ
シ
リ
ア
に
叫
ぶ
が
…
…
セ
シ
リ
ア
は
何
か
に
怯
え
た
か
の
様

に
動
か
な
い
…
…
…
セ
シ
リ
ア
が
怯
え
て
い
る
も
の
…
…
そ
れ
は
、
死
の
恐
怖
。

 
「
あ
、
あ
あ
…
…
…
」
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恐
怖
心
が
セ
シ
リ
ア
を
支
配
し
動
け
な
く
し
て
い
た
。

 
「
（
助
け
て
…
…
…
助
け
て
…
…
…
龍
崎
さ
ん
！
！
）
」

－
ガ
キ
ン
ッ
！
！
－

 
「
う
…
…
…
…
は
っ
！
！
！
」

 
「
ぐ
っ
！
？
」

 
紅
牙
が
寸
前
で
間
に
合
い
…
…
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
・
ア
ナ
ザ
ー
を
装
着
し

て
、
ラ
イ
ド
ブ
ッ
カ
ー
・
ア
ナ
ザ
ー
・
ソ
ー
ド
モ
ー
ド
で
受
け
止
め
て
い
た
。

 
「
大
丈
夫
か
？
」

 
「
あ
っ
！
は
い
、
大
丈
夫
で
す
わ
。
」

 
紅
牙
は
、
剣
を
受
け
止
め
な
が
ら
…
…
セ
シ
リ
ア
の
安
否
を
確
か
め
、
セ
シ

リ
ア
は
無
事
だ
と
言
う
事
を
紅
牙
に
伝
え
た
。

 
「
そ
う
か
い
…
…
…
ダ
ァ
ー
ッ
！
！
」

 
『
！
！
？
？
』

 
紅
牙
は
、
剣
を
押
し
返
し
た
。

 
「
い
っ
た
ん
、
下
が
る
ぞ
。
」

 
「
…
…
は
い
。
」

 
紅
牙
は
、
セ
シ
リ
ア
と
一
緒
に
一
夏
の
と
こ
ろ
ま
で
下
が
っ
た
。

 
「
オ
ル
コ
ッ
ト
！
」

 
「
大
丈
夫
か
？
」

 
「
え
え
。
」

 
織
斑
先
生
と
一
夏
は
セ
シ
リ
と
紅
牙
に
駆
け
寄
っ
た
。

 
『
…
…
…
…
』

 
謎
の
Ｉ
Ｓ
も
ど
き
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
紅
牙
に
絞
っ
た
。

 
「
（
俺
を
狙
う
か
…
…
）
」

 
紅
牙
が
戦
闘
に
入
ろ
う
と
し
た
時
だ
っ
た
…
…
…
…
何
処
か
か
ら
通
信
が
入

っ
た
。

 
『
よ
う
！
『
セ
キ
』
！
！
』

 
「
『
セ
イ
』
！
！
何
の
用
だ
。
」

 
『
そ
っ
ち
に
さ
…
…
機
械
的
な
奴
…
…
出
て
な
い
？
』

 
「
現
在
、
対
峙
中
だ
。
」
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『
マ
ジ
か
～
…
…
…
多
分
、
某
国
が
作
り
上
げ
た
『
無
人
Ｉ
Ｓ
』
だ
ろ
う
。
』

 
「
何
処
の
国
だ
？
」

 
『
さ
あ
…
…
…
画
像
を
見
せ
て
く
れ
。
』

 
「
あ
あ
。
」

 
紅
牙
は
『
セ
イ
』
に
Ｉ
Ｓ
も
ど
き
の
画
像
を
見
せ
た
。

 
『
悪
い
、
訂
正
…
…
…
あ
れ
、
『
こ
っ
ち
の
世
界
』
の
マ
ッ
ド
の
ガ
ジ
ェ
ッ

ド
ド
ロ
ー
ン
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
?
改
だ
。
』

 
「
は
ぁ
！
？
」

 
『
つ
う
訳
で
…
…
…
ガ
ン
バ
レ
～
。
』

 
「
お
い
っ
！
『
セ
イ
！
』
『
セ
イ
！
』
…
…
…
…
『
レ
ナ
ン
ジ
ェ
ス
・
ア
ル

マ
ー
！
！
』
」

 
『
本
名
を
叫
ぶ
な
！
！
』

 
「
あ
っ
！
ワ
リ
ィ
、
ワ
リ
ィ
。
」

 
お
も
わ
ず
、
『
セ
イ
』
の
本
名
を
叫
ん
だ
紅
牙
。

 
「
ま
ぁ
、
ガ
ジ
ェ
ッ
ド
な
ら
…
…
…
加
減
は
い
ら
な
い
な
。
」

 
『
あ
あ
。
』

 
紅
牙
と
『
セ
イ
』
の
通
信
は
そ
こ
で
終
わ
っ
た
。

 
『
…
…
…
！
！
』

 
「
ぐ
っ
！
！
」

 
「
な
っ
！
」

 
「
龍
崎
！
！
」

 
「
あ
ぁ
ぁ
…
…
…
…
く
っ
！
」

 
セ
シ
リ
ア
は
紅
牙
の
下
へ
と
走
ろ
う
と
し
た
が
…
…
…
…

 
「
や
め
ろ
！
オ
ル
コ
ッ
ト
！
！
」

 
「
織
斑
先
生
…
…
で
す
が
！
！
」

 
す
る
と
…
…
…
…

 
「
ふ
ぅ
～
…
…
…
い
い
、
一
撃
だ
な
。
『
第
一
段
階
』
（
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ェ

ー
ズ
）
へ
の
移
行
が
遅
か
っ
た
ら
…
…
ア
ウ
ト
だ
っ
た
ぜ
。
」

 
紅
牙
の
Ｉ
Ｓ
…
…
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
・
ア
ナ
ザ
ー
の
『
第
一
段
階
』
（
フ

ァ
ー
ス
ト
フ
ェ
ー
ズ
）
の
移
行
が
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
い
、
ダ
メ
ー
ジ
は
そ
ん
な
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に
な
か
っ
た
。

 
「
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ェ
ー
ズ
！
？
」

 
「
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
か
…
…
」

 
「
よ
か
っ
た
…
…
…
無
事
で
。
」

 
一
夏
と
織
斑
先
生
は
驚
き
…
…
セ
シ
リ
ア
は
ホ
ッ
と
し
て
い
た
。

 
『
…
…
…
…
！
！
』

 
「
ハ
ッ
！
！
」

－
ギ
ン
ッ
！
－

 
紅
牙
は
、
ガ
ジ
ェ
ッ
ド
の
剣
を
ラ
イ
ド
ブ
ッ
カ
ー
・
ア
ナ
ザ
ー
・
ソ
ー
ド
モ

ー
ド
で
受
け
止
め
た
。

 
「
タ
ァ
ッ
！
！
」

 
『
！
！
？
？
』

 
紅
牙
が
ガ
ジ
ェ
ッ
ド
の
剣
を
弾
い
た
…
…
次
の
瞬
間
…
…
…

 
「
ふ
っ
…
…
。
」

－
ヒ
ュ
ン
ッ
…
…
…
…
ズ
バ
バ
バ
バ
ッ
！
！
－

 
『
！
？
？
』

 
「
デ
ッ
ド
…
…
…
エ
ン
ド
。
」

－
バ
ン
ッ
！
－

 
ガ
ジ
ェ
ッ
ド
は
紅
牙
の
高
速
連
続
斬
り
を
受
け
て
…
…
爆
散
し
た
。

 
「
ふ
ぅ
…
…
。
」

 
紅
牙
は
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
・
ア
ナ
ザ
ー
の
装
着
を
解
除
し
た
。

 
『
龍
崎
！
！
』

 
「
龍
崎
さ
ん
！
！
」

 
セ
シ
リ
ア
達
が
紅
牙
に
駆
け
寄
っ
た
。

 
「
大
丈
夫
だ
っ
た
か
？
」

 
「
あ
あ
。
」

 
「
ま
あ
な
…
…
…
オ
ル
コ
ッ
ト
を
制
止
さ
せ
る
の
に
手
一
杯
だ
っ
た
が
な
。
」

 
「
だ
っ
て
…
…
…
龍
崎
さ
ん
が
…
…
心
配
で
…
…
」

 
「
そ
っ
か
…
…
…
あ
り
が
と
な
。
」

 
す
る
と
…
…
…
…
…
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『
イ
ィ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
』

 
全
身
、
黒
タ
イ
ツ
に
人
骨
が
描
か
れ
て
い
る
物
を
着
た
謎
の
集
団
が
一
夏
達

を
囲
ん
だ
。

 
「
囲
ま
れ
た
。
」

 
「
な
ん
だ
よ
…
…
。
」

 
「
な
ん
な
ん
で
す
の
？
」

 
三
人
は
口
癖
に
こ
う
言
っ
た
が
…
…
…
紅
牙
は
…
…
…

 
「
ま
っ
た
く
…
…
『
毎
度
、
お
馴
染
み
の
雑
魚
』
か
。
」

 
「
龍
崎
さ
ん
？
」

 
「
オ
ル
コ
ッ
ト
…
…
…
お
前
の
勘
は
正
し
い
ぜ
。
見
せ
て
や
る
よ
…
…
…
俺

の
…
…
『
も
う
一
つ
の
姿
』
！
！
」

 
紅
牙
は
、
セ
シ
リ
ア
に
そ
う
言
う
と
…
…
…
待
機
状
態
の
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ

ド
・
ア
ナ
ザ
ー
を
右
手
で
取
り
…
…
左
手
に
持
ち
替
え
た
…
…
…
す
る
と
、
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
か
ら
バ
ッ
ク
ル
に
変
わ
っ
て
、
紅
牙
は
腰
に
装
着
し
た
。
そ
し
て

…
左
側
に
あ
る
…
…
『
ラ
イ
ド
ブ
ッ
カ
ー
』
か
ら
一
枚
の
カ
ー
ド
を
手
に
取
っ

た
。

 
「
変
身
！
！
」

－
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
－

 
紅
牙
が
カ
ー
ド
を
バ
ッ
ク
ル
に
入
れ
た
後
に
…
…
バ
ッ
ク
ル
の
サ
イ
ド
レ
バ

ー
を
押
し
込
ん
だ
、
と
同
時
に
…
…
紅
牙
を
中
心
に
１
２
の
虚
像
が
現
れ
、
紅

牙
に
重
な
る
と
…
…
大
小
の
赤
い
四
角
の
物
体
が
顔
と
一
体
化
し
…
…
赤
い
ラ

イ
ン
と
銀
色
の
ラ
イ
ン
が
光
り
輝
き
、
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
が
蒼
く
輝
い
た
。

 
「
龍
崎
さ
ん
？
」

 
「
今
の
俺
は
…
…
…
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
。
」

 
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
…
…
…
』

 
「
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
…
…
」

 
一
夏
達
は
、
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
名
を
つ
ぶ
や
い
た
。

 
「
さ
あ
て
…
…
…
邪
魔
だ
。
」

－
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｔ
－

 
「
ハ
ッ
！
！
」
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レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
、
ラ
イ
ド
ブ
ッ
カ
ー
を
ガ
ン
モ
ー
ド
に
し
て
、
雑
魚

戦
闘
員
を
撃
っ
た
。

 
「
面
倒
だ
な
ぁ
…
…
…
。
」

－
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
－

－
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
Ｄ
Ｅ
・
Ｄ
Ｅ
・
Ｄ
Ｅ
・
Ｄ
Ｅ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ｅ
－

 
『
ハ
ァ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
！
！
』

 
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
…
…
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
効
果
で
分
身
し
、
さ
ら
に

フ
ァ
イ
ナ
ル
ア
タ
ッ
ク
の
カ
ー
ド
で
…
…
雑
魚
戦
闘
員
に
銃
撃
や
斬
撃
、
キ
ッ

ク
を
お
見
舞
い
し
て
倒
し
た
。

 
「
こ
ん
な
も
ん
か
。
」

 
「
す
げ
ぇ
な
！
」

 
「
な
る
ほ
ど
な
…
…
…
」

 
一
夏
と
織
斑
先
生
が
近
く
に
寄
っ
た
。

 
「
こ
れ
で
全
…
…
「
キ
ャ
ァ
！
」
…
…
っ
！
！
」

 
悲
鳴
の
し
た
方
向
に
顔
を
向
け
る
と
…
…
…
灰
色
の
蟷
螂
の
怪
物
…
…
『
マ

ン
テ
ィ
ス
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
』
が
立
っ
て
い
た
。

 
「
動
く
な
！
！
動
け
ば
…
…
こ
の
娘
の
命
は
無
い
。
」

 
「
ひ
っ
…
…
…
」

 
マ
ン
テ
ィ
ス
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
、
自
身
の
鎌
を
セ
シ
リ
ア
の
首
に
当
て
て
い

た
。

 
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

 
「
卑
怯
な
！
」

 
「
オ
ル
コ
ッ
ト
！
し
ば
ら
く
我
慢
し
ろ
！
！
」

 
紅
牙
は
無
言
…
…
一
夏
と
織
斑
先
生
は
そ
れ
ぞ
れ
に
口
走
っ
た
。

 
「
さ
あ
…
…
…
変
身
を
解
除
し
ろ
！
」

 
「
（
龍
崎
さ
ん
…
…
…
）
」

 
す
る
と
…
…
…
…

 
「
…
…
さ
ね
ぇ
…
…
…
」

 
「
あ
ん
？
」
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「
て
め
ぇ
は
…
…
…
絶
対
に
許
さ
ね
ぇ
！
！
」

 
紅
牙
は
…
…
…
マ
ン
テ
ィ
ス
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
に
対
し
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て

い
た
。

 
「
あ
ん
？
て
め
ぇ
に
…
何
ｇ
『
ド
ン
ッ
！
！
』
…
が
ぁ
っ
！
？
」

 
マ
ン
テ
ィ
ス
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
が
何
か
を
言
っ
て
る
間
に
…
…
素
早
く
動
き
、

マ
ン
テ
ィ
ス
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
を
セ
シ
リ
ア
か
ら
引
き
離
し
た
。

 
「
…
…
…
…
消
え
ろ
！
！
」

－
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
Ｆ
Ａ
・
Ｆ
Ａ
・
Ｆ
Ａ
・
Ｆ
Ａ
Ｉ

Ｚ
－

 
「
ク
リ
ム
ゾ
ン
ス
マ
ッ
シ
ュ
！
！
」

 
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
姿
を
変
え
る
カ
ー
ド
を
使
用
せ
ず
…
…
フ
ァ
イ
ズ
の

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
を
発
動
さ
せ
…
…
…
マ
ン
テ
ィ
ス
オ
ル

フ
ェ
ノ
ク
を
倒
し
た
。

 
「
は
ぁ
…
…
…
は
ぁ
…
…
…
オ
ル
コ
ッ
ト
。
」

 
「
龍
崎
さ
ん
。
」

 
「
無
事
で
よ
か
っ
た
。
」

 
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
…
…
龍
崎
さ
ん
…
い
い
え
…
…
龍
崎
様
。
」

 
紅
牙
は
、
マ
ン
テ
ィ
ス
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
を
倒
し
た
と
同
時
に
変
身
を
解
き
…

…
セ
シ
リ
ア
の
無
事
を
確
認
し
た
。

 
「
龍
崎
様
…
…
…
こ
れ
か
ら
も
私
や
…
…
学
園
を
護
る
…
ナ
イ
ト
で
い
て
く

だ
さ
い
。
」

 
「
あ
あ
。
約
束
す
る
。
」

 
セ
シ
リ
ア
は
、
顔
を
紅
牙
の
胸
に
や
り
な
が
ら
…
…
紅
牙
に
お
願
い
を
し
て
、

紅
牙
は
そ
れ
を
了
承
し
た
。
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第
３
話
 

特
訓
と
異
形
（
後
書
き
）

セ
シ
リ
ア
「
紅
牙
様
／
／
／
／
」

ジ
ェ
ス
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
紅
牙
『
ト
リ
ッ
プ
す
る
な
！
！
』

作
者
「
次
回
、
異
世
界
人
と
模
擬
戦
。
」
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番
外
編
 

異
世
界
人
と
模
擬
戦
（
前
書
き
）

 
え
～
…
…
…
か
な
り
、
原
作
か
ら
離
れ
て
い
ま
す
が
…
…
キ
ー
ワ
ー
ド
に
『

原
作
ブ
レ
イ
ク
』
あ
る
か
ら
…
…
原
作
に
沿
わ
な
い
の
は
い
や
っ
て
、
人
は
…

…
回
れ
右
を
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。
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番
外
編
 

異
世
界
人
と
模
擬
戦

－
Ｉ
Ｓ
学
園
・
正
門
前
－

 
一
人
の
青
年
が
Ｉ
Ｓ
学
園
の
正
門
前
で
入
場
許
可
を
も
ら
っ
て
い
た
。

 
「
理
事
長
か
ら
許
可
が
下
り
ま
し
た
。
で
は
、
調
査
…
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

」？
？
？
「
は
い
。
（
『
セ
キ
』
…
…
ち
ょ
い
と
、
様
子
見
さ
せ
て
も
ら
う
ぜ
。
）

」 
入
場
許
可
さ
れ
た
の
を
確
認
し
、
学
園
に
入
る
青
年
。

－
Ｉ
Ｓ
学
園
・
紅
牙
達
の
教
室
－

 
教
室
に
は
…
…
…
既
に
生
徒
が
揃
っ
て
い
た
。

 
「
お
？
今
日
は
、
静
か
だ
な
。
」

 
織
斑
先
生
が
山
田
先
生
と
一
人
の
青
年
を
連
れ
て
、
入
っ
て
き
た
の
を
…
…

一
夏
と
箒
、
セ
シ
リ
ア
は
確
認
し
た
。

 
「
ま
ず
は
…
…
本
日
は
、
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
し
て
の
実
技
だ
っ
た
が
…
…
…

先
日
、
謎
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
学
園
内
に
侵
入
、
そ
れ
を
撃
退
し
た
破
片
や
残
骸
が

あ
る
の
で
…
…
…
急
遽
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
残
骸
、
及
び
破
片
の
回
収
、
そ
の
調
査

に
な
っ
た
。
」

 
す
る
と
…
…
…
…
…

 
「
千
冬
姉
！
－
バ
シ
ン
ッ
！
－
…
…
い
た
っ
！
！
」
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一
夏
の
『
千
冬
姉
』
と
い
う
言
葉
に
反
応
し
た
、
織
斑
先
生
が
一
夏
の
頭
に

出
席
簿
で
の
一
発
を
見
舞
っ
た
。

 
「
学
校
で
は
『
織
斑
先
生
』
と
、
呼
べ
と
言
っ
た
は
ず
だ
が
？
織
斑
。
」

 
す
る
と
…
…
…
一
夏
の
代
わ
り
に
箒
が
…
…
…
…

 
「
織
斑
先
生
！
そ
の
人
は
、
調
査
に
関
係
あ
る
ん
で
す
か
？
」

 
と
、
ク
ラ
ス
全
員
の
ご
も
っ
と
も
な
質
問
を
し
た
。

 
「
あ
あ
。
紹
介
し
よ
う
…
…
…
こ
の
度
、
調
査
を
協
力
し
て
く
れ
る
…
…
」

？
？
？
「
レ
ナ
ン
ジ
ェ
ス
・
ア
ル
マ
ー
だ
。
ジ
ェ
ス
と
呼
ん
で
く
れ
、
よ
ろ
し

く
な
。
」

 
す
る
と
…
…
…
…

 
「
何
が
…
…
…
…
『
よ
ろ
し
く
な
』
…
…
だ
よ
っ
！
！
」

 
ク
ラ
ス
の
最
後
列
、
セ
シ
リ
ア
の
隣
の
席
の
紅
牙
が
勢
い
よ
く
空
中
キ
ッ
ク

を
食
ら
わ
し
た
。

 
「
フ
ン
ッ
！
！
」

－
バ
シ
ッ
！
！
－

 
し
か
し
…
…
ジ
ェ
ス
は
片
腕
だ
け
で
紅
牙
の
蹴
り
を
受
け
止
め
た
。

 
『
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
。
』

 
教
室
が
静
寂
に
包
ま
れ
る
。

 
「
ス
ピ
ー
ド
は
や
は
り
、
速
い
が
…
…
加
速
力
、
力
の
一
点
集
中
の
二
つ
は

…
…
ま
だ
甘
い
な
。
」

 
「
へ
っ
…
…
ぬ
か
せ
…
…
…
そ
れ
に
し
て
も
…
…
…
反
応
が
高
す
ぎ
だ
ろ
？
」

 
「
こ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
…
…
…
『
あ
い
つ
ら
の
訓
練
』
に
耐
え
ら
れ
ん
。

た
だ
で
さ
え
ハ
ー
ド
な
ん
だ
か
ら
よ
。
」

 
と
、
二
人
は
会
話
を
し
な
が
ら
ポ
ー
ジ
ン
グ
を
崩
し
…
…
自
然
体
に
な
っ
た
。

 
「
ま
っ
！
何
は
と
も
あ
れ
…
…
…
久
し
ぶ
り
だ
な
、
『
相
棒
』
！
！
」

 
「
ふ
っ
…
…
…
そ
っ
ち
は
、
俺
以
外
の
『
相
棒
』
も
多
い
ん
だ
ろ
？
」

 
「
ま
あ
な
。
」

 
紅
牙
と
ジ
ェ
ス
は
、
昔
か
ら
の
親
友
の
様
に
自
然
に
会
話
し
て
い
た
。

 
「
龍
崎
様
？
こ
の
お
方
と
お
知
り
合
い
で
す
の
？
」
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セ
シ
リ
ア
は
紅
牙
の
近
く
に
行
き
、
紅
牙
に
問
い
掛
け
た
。

 
「
あ
あ
。
こ
い
つ
と
俺
は
…
…
本
来
の
力
の
姿
が
酷
似
し
て
る
し
…
…
…
」

 
「
色
も
…
…
俺
が
『
青
』
、
紅
牙
が
『
赤
』
だ
か
ら
…
…
『
青
龍
』
と
『
赤

龍
』
か
ら
『
セ
イ
』
と
『
セ
キ
』
っ
て
、
呼
び
合
っ
て
ん
だ
。
」

 
「
他
に
も
…
…
『
コ
ク
』
や
『
ジ
オ
』
な
ん
て
奴
も
い
る
な
。
」

 
「
な
ん
だ
か
…
…
…
複
雑
で
す
わ
ね
。
」

 
す
る
と
…
…
…
…
…

 
「
お
前
達
…
…
…
」

 
「
「
（
ビ
ク
ッ
！
）
」
」

 
セ
シ
リ
ア
と
紅
牙
の
後
ろ
に
織
斑
先
生
が
爽
や
か
且
つ
、
黒
い
オ
ー
ラ
を
纏

っ
て
二
人
を
見
て
い
た
。
そ
し
て
…
…

－
ピ
タ
ッ
…
…
…
バ
シ
ン
ッ
！
－

 
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
、
威
力
の
違
う
出
席
簿
攻
撃
を
し
た
。

 
「
（
あ
ま
り
、
痛
く
な
い
で
す
わ
ね
。
）
」

 
「
っ
～
～
～
～
～
…
…
…
…
」

 
ま
っ
た
く
、
威
力
の
無
い
セ
シ
リ
ア
に
対
し
…
…
…
一
夏
の
倍
は
あ
る
だ
ろ

う
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
た
紅
牙
。

 
「
さ
っ
さ
と
、
席
に
戻
れ
！
！
」

 
「
「
…
…
は
い
。
」
」

 
セ
シ
リ
ア
と
紅
牙
は
、
お
と
な
し
く
自
分
の
席
に
戻
っ
た
。

 
「
で
は
～
早
速
、
調
査
を
～
…
…
「
そ
の
前
に
！
」
…
…
は
い
？
」

 
山
田
先
生
の
言
葉
を
ジ
ェ
ス
が
止
め
た
。

 
「
紅
牙
！
久
々
に
一
戦
…
…
ど
う
だ
？
」

 
ジ
ェ
ス
は
『
ブ
ル
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
ラ
イ
バ
ー
』
を
紅
牙
や
生
徒
に
見
せ
な
が

ら
言
っ
た
。
当
然
、
一
夏
と
箒
、
セ
シ
リ
ア
、
紅
牙
を
除
い
た
生
徒
が
ざ
わ
め

い
た
。

 
「
一
戦
っ
て
…
…
…
」

 
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
決
闘
？
」

 
「
龍
崎
君
！
決
闘
な
ん
て
…
…
し
な
い
で
ね
？
絶
対
に
！
」

 
「
そ
う
だ
よ
～
。
」
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と
、
口
癖
に
紅
牙
を
止
め
よ
う
と
す
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
達
…
…
…
し
か
し
…
…

 
「
そ
う
だ
な
…
…
…
久
々
に
感
覚
を
取
り
戻
し
て
お
く
の
も
…
…
悪
く
は
な

い
…
…
良
い
ぜ
！
ジ
ェ
ス
！
！
」

 
「
ふ
っ
、
決
ま
り
だ
な
。
」
 

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
反
対
を
余
所
に
、
紅
牙
と

ジ
ェ
ス
は
…
…
決
闘
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

－
Ｉ
Ｓ
学
園
・
第
３
ア
リ
ー
ナ
－

 
ジ
ェ
ス
と
紅
牙
の
二
人
は
、
織
斑
先
生
の
許
可
を
得
て
…
…
第
３
ア
リ
ー
ナ

の
ピ
ッ
ト
に
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
観
客
席
に
は
紅
牙
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
ジ
ェ

ス
側
の
ピ
ッ
ト
に
は
…
…
合
流
し
、
手
伝
い
に
来
た
ら
し
い
…
…
『
月
影
ゆ
り
』

と
『
春
日
野
う
ら
ら
』
が
い
て
、
紅
牙
の
ピ
ッ
ト
に
は
…
…
セ
シ
リ
ア
が
い
た
。

織
斑
先
生
と
一
夏
、
箒
、
山
田
先
生
は
…
…
実
況
席
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
い
た
。

 
ジ
ェ
ス
側
ピ
ッ
ト

 
「
ジ
ェ
ス
…
…
…
確
か
、
調
査
の
た
め
に
来
た
の
よ
ね
？
」

 
「
あ
あ
。
」

 
「
じ
ゃ
あ
…
…
何
で
、
戦
お
う
と
し
て
る
の
！
！
」

 
ジ
ェ
ス
の
行
動
に
ゆ
り
は
若
干
、
キ
レ
て
い
た
。

 
「
ゆ
り
さ
ん
！
ク
ー
ル
に
…
…
ク
ー
ル
に
…
…
」

 
「
あ
っ
！
い
け
な
い
…
…
わ
た
し
っ
た
ら
。
」

 
う
ら
ら
が
ゆ
り
を
宥
め
て
…
…
ゆ
り
は
平
常
心
を
取
り
戻
し
た
。

 
「
ま
ぁ
…
…
…
俺
が
、
ミ
ッ
ド
に
行
く
ま
で
は
…
…
あ
い
つ
が
模
擬
戦
相
手
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だ
っ
た
か
ら
な
。
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
た
か
…
…
確
か
め
た
く
て
な
。
」

 
「
そ
れ
な
ら
、
良
い
わ
。
」

 
「
私
も
賛
成
で
す
！
先
輩
！
！
」

 
ジ
ェ
ス
が
理
由
を
言
う
と
…
…
あ
っ
さ
り
と
、
承
認
す
る
ゆ
り
と
う
ら
ら
。

 
「
そ
れ
じ
ゃ
…
…
…
そ
ろ
そ
ろ
だ
な
。
行
っ
て
く
る
。
」

 
「
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
！
」
」

 
ジ
ェ
ス
側
ピ
ッ
ト
ア
ウ
ト

 
紅
牙
側
ピ
ッ
ト

 
紅
牙
は
、
準
備
運
動
を
し
な
が
ら
…
…
…
Ｉ
Ｓ
の
調
整
を
し
て
い
た
。

 
「
ま
ぁ
…
…
…
Ｉ
Ｓ
モ
ー
ド
は
使
う
こ
と
は
、
無
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
…
…
。
」

 
「
調
整
は
し
て
お
い
て
…
…
…
損
は
無
い
で
す
わ
よ
。
龍
崎
様
。
」

 
セ
シ
リ
ア
は
、
紅
牙
の
準
備
運
動
と
Ｉ
Ｓ
の
調
整
に
付
き
合
っ
て
い
た
。

 
「
そ
う
だ
な
…
…
…
よ
し
っ
！
調
整
終
了
。
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
く
る
。
」

 
「
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」

 
「
あ
あ
。
」

 
紅
牙
は
、
Ｉ
Ｓ
の
調
整
を
終
え
た
後
…
…
セ
シ
リ
ア
と
ち
ょ
っ
と
会
話
を
し

て
か
ら
…
…
…
フ
ィ
ー
ル
ド
に
歩
み
寄
っ
た
。

 
紅
牙
対
ジ
ェ
ス

 
紅
牙
と
ジ
ェ
ス
は
一
定
の
距
離
を
取
り
…
…
そ
の
場
に
立
っ
た
。
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「
行
く
ぜ
？
」

 
「
あ
あ
。
」

 
そ
し
て
…
…
…
ま
っ
た
く
同
じ
動
作
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
腰
に
装
着
し
た
。

 
『
変
身
！
！
』

－
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
－

－
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
－

 
こ
れ
ま
た
、
同
じ
動
作
で
変
身
を
し
て
、
色
以
外
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
…
…
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
に
変
身
し
た
。
た
だ
し
、
紅
牙
が
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ

ド
、
ジ
ェ
ス
が
ブ
ル
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
だ
が
。

 
「
赤
い
の
が
…
…
龍
崎
だ
な
。
」

 
「
織
斑
先
生
。
」

 
「
な
ん
だ
、
篠
ノ
之
。
」

 
「
あ
れ
は
…
…
Ｉ
Ｓ
で
す
か
？
フ
ル
ス
キ
ン
の
Ｉ
Ｓ
は
聞
い
た
事
が
あ
り
ま

せ
ん
。
」

 
「
直
に
わ
か
る
。
」

 
実
況
席
み
た
い
な
と
こ
ろ
の
会
話
を
余
所
に
…
…
…
観
客
席
で
は
…
…
…
…

…
…

 
『
…
…
…
…
…
…
な
に
、
あ
れ
？
』

 
一
同
、
疑
問
が
び
っ
し
り
だ
。

 
「
行
く
ぜ
？
」

 
「
ふ
っ
…
…
…
来
い
っ
！
！
」

 
二
人
の
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
、
同
時
に
駆
け
出
し
た
。

 
『
タ
ァ
ー
ー
ー
ッ
！
！
』

 
二
人
の
拳
が
見
事
に
寸
分
の
く
る
い
な
く
ぶ
つ
か
っ
た
…
…
…
…
そ
れ
を
合

図
に
、
デ
ィ
ケ
イ
ド
系
の
ラ
イ
ダ
ー
で
は
ま
ず
、
あ
り
え
な
い
…
…
…
ノ
ー
カ

ー
ド
ラ
イ
ド
に
よ
る
、
『
超
高
速
戦
闘
』
が
開
始
さ
れ
た
。

 
『
ハ
ァ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
！
！
』

 
二
人
の
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
…
…
拳
、
ラ
イ
ド
ブ
ッ
カ
ー
・
ソ
ー
ド
モ
ー
ド
を
何

回
か
…
…
当
て
て
い
た
。

 
『
い
っ
た
い
な
に
っ
！
？
』
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ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
…
…
…
ゆ
り
、
う
ら
ら
、
山
田
先
生
、
織
斑
先

生
、
セ
シ
リ
ア
、
一
夏
、
箒
も
確
認
出
来
る
の
は
…
…
…
赤
と
蒼
の
残
像
だ
け

だ
っ
た
。

－
ス
タ
ッ
！
！
－

 
突
然
、
超
高
速
戦
闘
が
終
了
し
、
通
常
ス
ピ
ー
ド
の
二
人
が
ア
リ
ー
ナ
中
心

部
に
い
た
。

 
「
さ
て
と
…
…
…
そ
ろ
そ
ろ
…
…
」

 
「
む
っ
！
！
」

 
「
変
身
！
」

－
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
Ｋ
Ｉ
Ｖ
Ａ
－

 
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
蝙
蝠
の
ラ
イ
ダ
ー
…
…
…
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
キ
バ
に
変

わ
っ
た
。

 
「
ふ
っ
…
…
面
白
い
、
変
身
！
！
」

－
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
Ｗ
－

－
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
・
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
－

 
ブ
ル
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
、
二
人
で
一
人
の
ラ
イ
ダ
ー
…
…
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ

に
変
身
し
た
。

 
『
姿
が
ま
た
変
わ
っ
た
！
？
』

 
『
行
く
ぜ
っ
！
！
』

－
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
…
－

－
Ｋ
Ｉ
・
Ｋ
Ｉ
・
Ｋ
Ｉ
・
Ｋ
Ｉ
Ｖ
Ａ
－

－
Ｄ
Ａ
・
Ｄ
Ａ
・
Ｄ
Ａ
・
Ｗ
－

 
Ｒ
Ｄ
キ
バ
は
右
側
に
移
動
し
た
バ
ッ
ク
ル
に
キ
バ
の
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｃ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
カ
ー
ド
を
読
み
取
ら
せ
…
…
…
左
側
に
あ
る
赤
い
笛
を
取
り

出
し
た
。

 
『
ウ
ェ
イ
ク
ア
ッ
プ
！
！
』

 
Ｒ
Ｄ
キ
バ
は
赤
い
笛
を
バ
ッ
ク
ル
部
分
に
交
代
で
出
現
し
た
『
キ
バ
ッ
ト
』

に
噛
ま
せ
た
。

 
「
ハ
ァ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
…
ハ
ッ
！
！
」

 
Ｒ
Ｄ
キ
バ
が
右
足
を
振
り
上
げ
る
と
同
時
に
…
…
…
ア
リ
ー
ナ
内
が
月
夜
に
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な
り
…
…
Ｒ
Ｄ
キ
バ
の
姿
を
月
光
が
照
ら
し
て
い
た
。

－
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
－

 
Ｂ
Ｄ
Ｗ
は
、
ブ
ル
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
右
側
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
に

Ｗ
の
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
カ
ー
ド
を
読
み
取
ら
せ
…
…
代

わ
り
に
出
来
た
『
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
』
か
ら
『
黒
い
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
』
を
右

側
の
メ
モ
リ
ス
ロ
ッ
ト
に
挿
し
た
。

 
「
ハ
ァ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
」

 
Ｂ
Ｄ
Ｗ
の
声
と
同
時
に
…
…
強
烈
な
疾
風
が
Ｂ
Ｄ
Ｗ
を
空
中
に
上
げ
て
い
た
。

な
お
、
余
波
で
起
こ
る
強
風
で
制
服
の
ス
カ
ー
ト
や
私
服
の
ス
カ
ー
ト
が
め
く

れ
そ
う
に
な
る
の
を
…
…
女
子
達
は
ス
カ
ー
ト
を
押
さ
え
て
戦
闘
を
見
て
い
た
。

唯
一
…
…
実
況
席
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
い
た
、
箒
と
山
田
先
生
、
織
斑
先
生
は

免
れ
た
が
…
…
…
。

 
「
ハ
ッ
！
」

 
Ｒ
Ｄ
キ
バ
は
片
足
で
Ｗ
と
同
じ
高
さ
ま
で
ジ
ャ
ン
プ
し
た
。

 
「
ダ
ー
ク
ネ
ス
ム
ー
ン
ブ
レ
イ
ク
！
！
」

 
「
『
ジ
ョ
ー
カ
ー
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
！
！
』
」

 
Ｒ
Ｄ
キ
バ
と
Ｂ
Ｄ
Ｗ
は
同
時
に
必
殺
技
を
放
っ
た
。
…
…
こ
の
時
、
Ｂ
Ｄ
Ｗ

か
ら
『
二
人
分
の
声
』
が
聞
こ
え
た
と
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
か
。

－
ド
オ
ォ
ン
！
－

 
爆
音
が
ア
リ
ー
ナ
内
に
響
い
て
い
た
。

－
ズ
ザ
ァ
ー
ー
ー
…
…
…
－

 
Ｒ
Ｄ
キ
バ
と
Ｂ
Ｄ
Ｗ
は
元
の
レ
ッ
ド
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
ブ
ル
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
に

戻
り
…
…
…
ち
ょ
う
ど
、
自
分
達
の
ピ
ッ
ト
の
反
対
側
に
着
地
し
た
。

 
「
ち
っ
！
」

 
「
ま
た
、
引
き
分
け
だ
な
。
」

 
「
ら
し
い
な
。
…
…
織
斑
先
生
！
も
う
い
い
で
す
よ
！
！
」

 
紅
牙
は
変
身
を
解
き
…
…
織
斑
先
生
に
終
了
を
報
告
し
た
。
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そ
の
後
は
、
紅
牙
と
ジ
ェ
ス
が
紅
牙
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
達
の
質
問
攻
め
に
あ

い
、
そ
の
間
に
う
ら
ら
と
ゆ
り
が
途
中
合
流
の
フ
ェ
イ
ト
と
テ
ィ
ア
ナ
と
協
力

し
、
破
片
と
残
骸
を
回
収
…
…
学
園
の
外
で
待
機
し
て
い
た
。

 
一
夏
や
紅
牙
達
は
ジ
ェ
ス
を
見
送
る
た
め
…
…
学
園
の
正
門
近
く
に
い
た
。

 
「
じ
ゃ
あ
、
俺
達
…
…
帰
る
わ
。
」

 
「
あ
あ
。
」

 
紅
牙
と
ジ
ェ
ス
は
互
い
の
右
拳
を
ぶ
つ
け
た
。

 
「
セ
シ
リ
ア
さ
ん
…
…
…
紅
牙
く
ん
の
事
は
…
…
よ
ろ
し
く
ね
。
」

 
「
セ
シ
リ
ア
さ
ん
と
紅
牙
さ
ん
な
ら
…
…
絶
対
に
大
丈
夫
で
す
よ
。
」

 
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
わ
。
ゆ
り
さ
ん
、
う
ら
ら
さ
ん
。
」

 
セ
シ
リ
ア
と
ゆ
り
と
う
ら
ら
は
…
…
…
ほ
ん
の
短
時
間
で
名
前
で
呼
び
合
う

く
ら
い
に
仲
良
く
な
っ
た
。

 
「
兄
さ
ー
ー
ー
ん
！
！
そ
ろ
そ
ろ
、
行
く
よ
ー
ー
ー
！
！
」

 
「
あ
あ
！
そ
れ
じ
ゃ
！
！
」

 
「
ま
た
、
会
い
ま
し
ょ
う
。
」

 
「
バ
イ
バ
ー
ー
ー
イ
ッ
！
！
」

 
テ
ィ
ア
ナ
に
急
か
さ
れ
…
…
…
ジ
ェ
ス
達
は
転
送
陣
に
乗
っ
た
。

 
「
あ
っ
と
…
…
…
紅
牙
！
届
け
物
だ
！
！
」

 
ジ
ェ
ス
は
、
紅
牙
に
一
つ
の
箱
を
投
げ
渡
し
た
…
…
と
、
同
時
に
転
送
が
開

始
さ
れ
…
…
紅
牙
が
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら
…
…
…
転
送
が
完
了
し
…
…
ジ
ェ
ス
達

は
、
元
の
世
界
に
戻
っ
て
い
た
。
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番
外
編
 

異
世
界
人
と
模
擬
戦
（
後
書
き
）

ジ
ェ
ス
（
な
の
は
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
）
「
俺
…
…
…
後
、
何
回

…
…
作
者
の
『
な
の
は
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
』
以
外
の
作
品
に
出

あ
ん
た

る
ん
だ
？
」

作
者
「
さ
あ
な
…
…
…
未
定
だ
。
」

ジ
ェ
ス
（
な
の
は
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
）
「
ち
っ
…
…
」

作
者
「
つ
う
、
訳
で
…
…
次
回
、
ク
ラ
ス
代
表
戦
前
夜
…
…
祭
じ
ゃ
な
い
か
ら

な
。
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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